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1は じ め に

秋田県における直播栽培面積は毎年120～ 140%の 伸び

を示している。播種様式は代かきを伴 う湛水直播が9害1

以上を占めており、水稲の湛水直播栽培では、出芽・市

立ちを安定化させるため、過酸化カルシウム剤 (以 下カ

ルパー)の粉衣が必須技術となつている。このカルパー

の粉衣量は、北海道を除く本州1以南では、乾籾比の2倍

重相当が基準とされている。

一方、秋田県においては、高精度湛水直播機や、打ち

込み式代かき同時点播機などの導入が進み、日標とする

o5～ l cn深 さに高精度の播種が可能となるとともに、

播種後落水管理技術が導入されるなど、出芽・苗立ち安

定化技術が向 Lしてきている。

そこで、湛水上中条播および湛水土中点播において、

カルパー粉衣量の違いが出芽・苗立ちに及ぼす影響を明

ら力ヽ こし、カルパー粉衣量の減量について検討したので

報告する。

2試 験 方 法

(1)試験年次 :2003年

(2)試験場所 :秋 田農試水田圃場 (細粒グライ土)

(3)耕種概要

1)供試品種 :あきたこまち

2)播種施肥様式

a点播全層施肥(K社製打込み点播機 )

b播全層施肥(Y社製湛水土中条橋機)

c条播側条施肥(Y社製湛水土中条播機 )

3)播種日 :5月 9日

4)播種後落水期間 :6日 間

5)施肥窒素量(基肥―幼穂形成期―減数分裂期)

a点播・条播全層区 10 68 0 00 0 16 kg/a

b条播側条区 :072010020ヒ /a

6)播種量(乾籾換算):2,15,1倍重区各0 4kg/a,0

5倍区0 5kg/a,無粉衣区0.6kg/a

(4)試験区の構成 (乾籾比カルパー粉衣量)

2倍重 (対照),15倍重,1倍重,05倍重,無粉衣

3 試験結果及び考察

(1)出 芽率推移

播種5日 後ないし7日 後は、カルバー粉衣量が少ないほ

ど出芽率が高くなつたが、播種10日 後以降は、無粉衣区

の出芽率が2倍重区を20%程度下回つて推移した。また、

05倍重以上のカルパー粉衣量では、いずれも同等の出

芽率推移を示した (図 1)。

(2)苗立ち

播種量は、05倍重区及び無粉衣区で多くなつたが、

苗立ち本数は何れの区く)同等であつた。2倍重区に比較

した苗立ち率は、15倍重区及び1倍重区で同等であつた

が、無粉衣区では明らかに低下した。また、05倍重区

は、無粉衣区に比較すると苗立ち率が高く、カルバー粉

衣の効果が認められたものの、2倍重区に比較すると苗

立ち率が低 下した (図 2)。

lYl芽始期は、05倍重及び無粉衣区が播種5日 後、1倍

重区が6日 後、15倍重及び 2倍重区が7日 後であつた。

出芽揃い期は、いずれも播種12日 後であり、カルパー粉

衣量による差は認められなかつた。カルパー粉衣量の少

ない区で出芽始期が早まつたのは、播種深度がやや浅く、

土壌表面への出芽の確認が早まつたためと推察された。

また、05倍重区及び無粉衣区では、出芽しても苗に至

らないか、1)し くは、土壊表面に播種されたことにより、

出芽しても定着できない個体が観察され、出芽した個体

がどの程度苗まで生長できたかを表 した有効出芽歩合

は、粉衣量が少なくなるほど低下した (表 1)。

(3)初期葉齢

2倍重区に比較した出芽個体平均葉齢は、15倍重区及

び1倍重区では同等の推移を示したが、0.5倍重区で01

葉、無粉衣区で03葉少なく推移した (図 3)。 また、カ

ルパー粉衣量が少なくなるほど葉齢のばらつきが大きく

なる傾向を示した (図 4)。

14)初期生育

2倍重区に比較した草丈、葉齢、乾物重、窒素吸収量

は、15倍重区及び1倍重区で同等であつたが、05倍重

区では乾物重の低下が認められた。また、無粉衣区は、

乾物重及び窒素吸収量が劣った。

4 ま と め

湛水土中条播及び湛水土中点播において、播種後落水
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管理を行つた結果、乾籾比カルパー粉衣量15倍重及び1

倍重の出芽・苗立ち及び初期生育は2倍重と同等であつ

た。一方、05倍重では、無粉衣に比較するとカルパー

の効果が認められたものの、2倍重に比較すると苗立率

及び生育初期の乾物重がやや劣つた。
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カルパー粉衣量別の出芽率推移

以上の結果から、カルパー粉衣量は乾籾比1倍 重程度

まで減量することが可能と考えられた。ただし、試験年

次は、播種後10日 間平均気温が157℃ ,同 20日 間165℃

と平年に比べ高温条件であったことから、低温条件にお

ける影響を考慮する必要があると考えられた。

20倍重 15倍重 10倍重 05倍重 無粉衣

図2 播種粒数・苗立本数と苗立率 (6/4播 種26日 後)
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図 3 カルパー粉衣量別 の出芽個体 平均葉齢 の推移

注 :不完全葉を除く本葉を第 1葉 とした

20倍重 15倍重 10倍重 05倍重 無粉衣

図 4 カルパー粉衣量別出芽個体平均葉齢

注 :不完全葉を除く本葉を第 1葉 とした

表 1 カルパー粉衣量が苗立ち及び初期生育に及ぼす影響

試験区  始期 揃い期 
出芽率 首立率鼻摯馨 藻農

(月 日)(月 日 (96)

20倍重  516  521  783  783  100  59  182 45   418 036

15倍重  516  521 772    772     100     60    186     45    421    102       036

10倍重  515  521  770  763 99     54    186     46    432     99       037

05倍重  514  521  722  704  97  58  187  45  359  95 035

無粉衣 514  521  601  561  93  50  179  45  354  80   223
注 1)出 芽期の始期 は出芽率 10%到 達 日、揃い期 は最高出芽本数の90%到 達 日

注 2)出 芽率は調査期間中の最高値

注3)有 効出芽歩合は 「苗立本数 ■最高出芽本数 X100J

注4)苗 立深度 は苗立ち個体の自化茎長による

(%) ( (cm) (mν茎)(ノ r) ポ )
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